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イ人学生）35 名と早稲田大学 SEND プログラム派遣の日本人学生 7 名（大学院生 2 名、
大学生 5 名）である。タイ人学生の日本語レベルは日本語能力検定 N2 程度であった。活
動は本講座 2 年生の必修科目「日本語会話 1」で行った。教室ではタイ人学生を日本人学
























休暇中であり、タイ人学生たちへの説明と共有は約 2 カ月後の新学期明けとなった。 













































図 1 教室でのメール本文についてのやりとり（筆者の当日メモより抜粋） 
① T1：先生に Word ファイルを出すとき、どうしたらいいですか。 
② J：出すとき？ファイルのこと？付けるメールのこと？ 
③ T2 ：いくみ先生は「問題です」と言いました。何ですか。 
④ J  ：ああ、それはたぶん添付文のことかな。 
⑤ T2 ：何ですか。 
⑥ J ：ファイルとか送るときに付けるんだけど… 
⑦ T1 ：ああ、いつも付けますか。 
⑧ J  ：いつも付けますよ。先生だけじゃなくて、友だちにも。タイ語だと付けないんですか。 
⑨ T1,T2 ：んー…。 
⑩ T3 ：×××（タイ語）？ 
⑪ T1,T2 ：あー、×××、あります。 















 図 2 交流活動後に筆者に送られてきたメール（実際のメールより筆者抜粋） 
 
図 1 では「教師へのメール」について T1 と T2 は質問しＪから答えを得た（④）。続く











前述の 2.3.1 と 2.3.2 のほかに起ったそれまでの教室になかったものとして、「個々の学
生に起った変化」がある。その例としてタイ人学生側の女子学生 A さんの場合を挙げる。
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表 1 活動後のアンケートでの主なコメント    
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特集：SENDプログラムの「実践報告」
